
欧州各都市の開

発と再開発につ

いて

野村良政

１ はじめに

全国都市開発連絡会議，日本住

宅協会などの主催による，昭和

44年度の欧州住宅都市開発事情

の視察に参加して，私は，昭和

44年８月20日から９月13日まで

25日間外遊した。この視察は昨

年はじめて行なわれたもので今

年が２回目というものである。

一行は各府，県，市のこれらの

事業の担当者，コンサルタント

など28名で編成された。

８月20日東京を出発し，コペン

ハーゲン＜デンマーク＞・スト

ックホルム＜スウェーデン＞・

ハンブルグ・ベルリン・フラン

クフルト＜西ベルリン＞・ロッ

テルダム・アムステルダム＜オ

ランダ＞・ロンドン＜イギリ

ス＞・パリ＜フランス＞・ジュ

ネーブ＜スイス＞・ロ―マ＜イ

タリア＞の８カ国の主要都市を

まわった。市，公社などを訪問

して事業の説明を聞き，また数

多くの工事現場を歩きまわって

調査視察を行なった。

このほかバチカン市国や東ベル

リンへも足を入れたので，厳密

にいえば10力国ということにな

るだろう。

概括的にいえば，欧州各国にお

いても大都市への人口集中はは

げしくなってきており，また親

子の世帯分離なども多く，住宅

不足になやんでいる。しかし日

本ほど深刻なものではないよう

に思われた。それは，都市計画

の実施には強い力が与えられて

おり，用地の取得が日本よりは

強力であること。また地価の抑

制についても強い方策がたてら

れている。加えて地震や台風の

ない欧州では，高層の巨大アパ

ートさえほとんどすべてといっ

てよいほど，プレハブ工法で簡

易スピーディーに建設されてい

るなど，制度，工法ともに日本

にくらべて大きな有利性をもっ

ていることは，恵まれている。

市街地の再開発による高度化も

盛んに行なわれていた。一方新

住宅団地の開発も郊外では盛ん

である。しかし，いわゆるニュ

ータウンという独立性をもった

新都市の建設はイギリスが主で

あり，その他の国ではすくない

ようである。

大部分は大型の住宅団地であっ

て，ショッピングセンターなど

の完備により日常生活の一面は
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十分に充足されているが，職場

はすべて母都市に求め，いわゆ

るベッドタウンとして建設され

ている。

2,3の例外はあるが一般に平

坦地で大きな整地工事は必要が

ない。かりに多少の起伏はあっ

ても，それをよく生かして，高

層アパートはピロティ方式で，

１階部分は柱だけとしこの柱の

長短によって傾斜地に立ってお

り，1階部分は開放して駐車場

などに利用している。

高層アパート群のなかに平屋か

２階建ての低層があるが，それ

は幼稚園，小中学校であった。

これらの低い建物が高層のなか

にあって，高さに変化をもたせ

る考えである。商業センターが

美しく便利につくられているこ

と，オープンスペースの広いこ

と，公園緑地の多いこと，歩行

者，自転車，自動車の通行を完

全に分離していること，とぼし

い日照をどの棟にも十分にいき

わたらせる配置など秀れた点が

多い。以下各国の主要な事業の

概要を紹介し報告としたい。

２---コペンハーゲン

デンマークは国土面積は43,000

k㎡で日本の九州よりやや広く

人口は480万人である。首都コ

ペンハーゲンは人口150万人で

行政研究



全国土の人口の30％がここに集

っているわけである。

第一次大戦は中立であったが第

二次大戦にはナチスの侵入を受

けて占領され，そのために連合

国からも爆撃されたが，今はま

ったく復興して整然とした大都

市が形成されている。

社会福祉国として社会保障は完

備しているが，首都への人口の

集中，親と子の世帯分離などに

より住宅は不足しており，郊外

に新住宅団地の開発がなんヵ所

か行なわれているが，そのなか

でアルバルト・ルンド地区はも

っとも大規模なものであった。

(1)アルバルトルンド＜Alberts

Ｌｕnd＞

アルバルトルンドはコペンハー

ゲン郊外の平たんな町で，都心

より14kmの位置にある。従前は

3,000人くらいの住民がいたが，

ここにニュータウン建設が1965

年に着工された。

この地区は，コペンハーゲンか

らテストラップにいたる郊外鉄

道が通っており，建設と併行し

て地区内に新駅が設置されたた

め交通至便の場所となった。

行政管理，文化の中心地となる

ようにセンターが計画されてお

り，細部にわたって計画的につ

くられるこの国最初のニュータ

ウンであるといわれている。

現在約半分は完成しており，人

口も40,000人となっているが，

いろいろの施設が完備し，大型

アパートも完成すると,1975年

には70,000人が定着する計画と

なっている。

歩行者専用道路，自転車道路に

対して，自動車道路は立体交差

してその上をまたぎ，駅，商店

街，地区センター，住宅街，そ

れぞれの人間の動線が安全に確

保されている点は注目される

＜図１＞。

現在400台収容の自動車駐車場

が設置されているが，これは将

来必要に応じて３～４倍に拡張

されることとなっている。

福祉建築公社による福祉住宅は

66人/haの計画で，各戸に50㎡

の庭をもち，家賃は月37,500円

となっている。センターの商店

の賃貸料は，床面積1㎡あた

り12,000円～15,000円。1棟600

戸あまりの中高層アパートのほ

かに床面積92.6㎡の平家住宅

群が多いのも特色であって，こ

れらはプレハブ工法により１日

平均2.5戸のスピードで建築さ

れている。

3-ストックホルム

図１　　アルバルトルンドの道路網の一郎
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この国の人口790万人のうち，

76万人が首都ストックホルムに

住んでいる。従来は農業国であ

ったが，転換してすでに工業国

として躍進しており，工業化に

ともなって労働力の不足をきた

し50万人の外国労働者を入れて

ようやく産業を保持している。

この国は第二次世界大戦で国会

が独伊側に参加することを議決

したのを，国王がおさえて連合

国にくわわり戦勝国となった。

今その老国王グスタフ６世はと

きどき早朝一人で乗馬で町を散

歩しておられるというが，それ

ほど国民から尊敬と信頼を得て

おられるようである。



表１---ストックホルムのニュータウンヨーロッパでは，英国とこの国

だけが左側通行であったが，19

67年９月から右側通行を断行し

た。これは大へんなことである

が，よいと思うことを断行する

のもこの国の立派なところであ

ろう。都心部の自動車の乗り入

れ制限なども世界のトップを切

って断行している。

市公会堂近くにル・コルビジェ

氏の設計したアパート群が，そ

のクリーム色の偉容を誇ってい

るが，太陽のとぼしい北欧向き

に，コルビジェは各棟に日照の

いきとどくざん新な設計をして

おり，市民はまた，コルビジェ

設計のこのアパートを誇りとし

ている。

㎞圏に５ヵ所のニュータウンが

っくられている。＜現在施行中

を含む＞

（1)ファルスタ

都心より東南1O㎞にあり地下鉄

で市中心部へ20分で到達する。

ゆるい丘陵地にあり，地下鉄の

駅を中心に，その広場に面して

ショッピングセンターがある。

1960年に完成。2,300台分の駐

車場があり。18階建て３棟がと

くに高くそびえて，団地に高低

の変化を与えている。ショッピ

ングセンターはもちろん，住宅

地においても歩行者と車の分離

市街地中心部の再開発で，すで

に地上18階の五つの高層ビルが

林立し，商店街も高架歩道や平

面の歩行者専用路をもってにぎ

わっている。首都の名所として

観光絵葉書にまでなっている。

周辺にはなお事業が拡大継続さ

れ，中央広場の大噴水，その下

の地下街，地下鉄など都市計画

への積極性におどろかされる

＜1954年着工＞。

２・郊外の新開発

都心から放射状にのびる地下鉄

の駅を中心に，都心から15～20

が十分に考慮されている。自然

をよく残しているので景観的に

もすぐれている。

(2）シェルホルメン

都心より15km,1952年に計画さ

れ1964年着工,1967年地下鉄完

成，1968年にセンターが開業し;

た。都心からの高速道路がここ

にインターチェンジを設けてい

て，自動車交通も便利である

＜図2＞。

16万㎡のセンターには,デパー

ト２店が建設中で，将来の計画

人口は120,000人とされている

が，この地区に刺戟されて，こ

図２　　シェルホルメン中心地区の完成図
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１・ローア・ノルマルム地区再

開発



図３　　シエルホルメンのセンター

3DKの家賃が約52,000円，分

譲1,500万円であるが，大学卒

初任給が月19万円くらいで日本

の所得水準の５～６倍であるこ

とを考えると，それほど高いも

のではない。所得の20％くらい

が家賃というところであろう。

西ベルリンは戦災によってその

40％を破壊され，住宅について

は95万戸のうち，全壊30万戸，

半壊30万戸，残されたものは，

わずか35万戸であった。このた

め，市政府は1949年に毎年２万

戸の住宅建設計画をたて，これ

を公社１万戸，民間１万戸とし

た。この計画は1970年までつづ

けられる予定で，半壊のものの

修復とあわせて目標の100万戸

を達成することとなる。＜現在

30万戸新築完成＞

戦災復興のさきがけとして市内

に27万本の街路樹をうえたが，

これが現在成長して大木となっ

ており，市域面積の30％を公園

緑地として確保している。街路

も広く確保され，もはやすべて

は復興したとみてよい。中心繁

華街のヨーロッパ・センターの

にぎわいにも，それが察しられ

る。

地下鉄はすでに105km完成して

おり220kmを目標に建設を進め

ている。高速道路の建設も積極

的に進められ，その復興の意欲

は驚嘆に値するものがある。

しかし，復興がようやく成りか

けた1961年８月13日に突如とし

て東西に分割された打撃は大き

い。

市街地における住宅団地として

の周辺も開発されていくことは

必至であり，このセンターの購

買人口は，300.000人と見込ま

れている。スウェーデン住宅供

給公社が施行。センターの近く

35,000㎡に立体駐車場を設け

4,000台の収容が可能である。

センターに接続して各種スポー

ツ場，各種の学校が配置されて

おり，このセンターは中心がも

っとも高くしだいに外側へ低く

なる傘形をなしていることから

カレチヤ・センターともよばれ

ているが，その規模の大きさは

この国のニュータウン中，第一

である。＜図３＞住宅は主とし

てセンターの外側の丘陵地帯に

あり，ここでも従来の自然をう

まく生かして景観がすぐれてい

る。丘陵地のアパートからセン

ターへは階段とエスカレーター

が設けられている。
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4---西ベルリン



はハンザ地区やベルリン・ブコ

ー・ルドウ地区などが有名であ

るが，いま建設のはなやかなメ

ルキツシェス・ビルテル地区は

とくに注目されるだろう。

（1）メルキツシェス・ビルテル

地区＜Malkishes Viｒtel＞

位置　中心市街地より北方15kn

面積　340ha＜103万坪＞

計画人口　50,000～60,000人

人口密度　150～170人/ha

用地は都市計画として市が全面

買収する。建設も市が主体であ

るが，民間不動産会社の協力を

得て，そこに委託している部分

もあり,財源は連邦政府40％,

市10％を補助している。この団

地は巨大な高層アパート群で，

それぞれ各国の建築家に設計さ

せているので，ビルの形，色彩

がまったく多種多様で変化があ

る。場所が東西の境界に近いた

めこの地区の復興は東側への大

きな示威のようにさえみえる。

１戸あたり標準面積は80㎡＜3

室，台所，バスルーム＞で家賃

は250～300マルク＜22,500円～

30,000円＞となっている。

現在建設中である巨大高層アパ

ートもすべてプレハブエ法であ

るため，その進捗は早く，現場

にもさしあたり使用する資材し

か置いてないので，整然として

いる。工程は高層アパート１棟

が６ヵ月くらいで完成されてい

るが，これは大へんなスピード

である。日本の２倍～３倍のス

ピードであろう。

しかし，東ベルリンのソ連によ

るプレハブエ法は，いっそう超

スピードで，ビル１棟３ヵ月で

完成ということであったが，こ

れはまったく驚異的なものであ

ろう。

５　　　　ロンドン

ロンドンでは現在バービンガン

地区＜25ha＞をはじめ数力所に

おいて市街地再開発が行なわれ

ている。古くて密集した建築物

をとりこわして高層化・近代化

しているもので，住宅地区改良

の性格が濃い。

職住近接をつねに主張している

この国では，郊外に流出して過

疎化しつつある中心市街地に，

再開発によってふたたび人口を

よびもどすことも大きなねらい

となっているが，とりたててめ

だった新らしい事業ではない。

この国の特色は，やはりニュー

タウンの建設であろう。1902年

ノヽワードが田園都市論を主唱し

て，今から50～60年前にロンド

ンの50km圏内あたりに，レッチ

ワースやウェルウインなどいく

つかのニュータウンが建設され

た歴史をもっており,その思想

はいまにつづいている。たんな

る住宅団地ではなく職住近接の

ニュータウン本来の型である。

現在もクロ―リー＜ロンドン南

方47加2400ha＞，ハ－ロウ＜ロ

ンドン北東4Okm　2540ha＞など

はかなり大規模なものとして注

目されている。なおテムズ河下

流左岸にいま建設中のテムズ・

ミート地区も今後注目される事

業であろう。

(1）テムズ・ミート＜Ｔｈａｍｅｓ

Ｍｅａｄ＞

ここはテムズ河下流の湿地帯で

あるため，国が安くその土地を

払下げG.L.C.＜開発公社＞と民

間開発業者が折半出資して事業

を行なっている。地区内に二つ

の大きな湖をもちヨットハ－バ

ーを備えることとなっている。

地区面積　520ha

オープンスペース　1.6ha

住宅用地　240.Oha

教育施設　80.Oha

工業用地＜３ヵ所＞　80.Oha

公共用地　118.Oha

計画人口　60,000人

人口密度　250人/ha平均＜175

人/ha～450人/ha＞

駐車場　１戸あたり1.1台のガ

レージ

（ア）イギリスは職住近接にとく

に熱心であり，ここでもたんな

る住宅団地ではなく業務地区の

ほかに80haの工業用地を計画

している。

（ｲ）工業専門学校を設けるほか

学校用地として従来の規模を大
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改良して広いスペースをとるこ

ととし計80haを計画している。

（ウ）最大幅員13車線の自動車専

用道路を導入し，地区の中央に

インターチェンジを設ける。

（エ）自動車専用道路にそって一

般道路を設け，また建物の道路

側は台所，バスルームなどを配

置して，騒音防止を考慮してい

る。

（オ）低地であるため地盤面には

住居を置かず,1階は車庫とし

ている。

（力）地区内のサービス道路は行

きどまりとし，各戸の自動車の

出入だけに使用させるなど歩行

者の安全を十分考慮している。

６

印

パリ

その他

交通　現在65,000台/日の容量

をもつ国道13号線をこの地区に

立体的に導入し，将来交通容量

100,000台/日とする。

鉄道　パリ市内へ急行地下鉄を

建設中で,5kmごとに駅を設け

＜パリ市内５駅＞100,000人/時

の輸送能力をもたせる。そのほ

かに一般の鉄道も導入されてい

る。

バスターミナル　40系統

駐車場　71％は大量輸送機関を

利用するが,29％は自家用車を

使用するものと考え，A地区に

20,000台分の駐車場を設置。地

　100年前に幅員84m　10車線とい

　う大きなシャンゼリゼ一通りを

　つくったパリも，自動車の激増

　で，道路交通は飽和状態となっ

　てきたようである。したがって

　この伝統を誇る市街にも，モン

パルナス駅周辺の再開発を行な

　わざるを得なくなり，1957年か

　ら「メーヌ・モンパルナス地区

　再開発」が行なわれており，す

　でに超高層の近代ビルが数棟完

　成している。

　パリの人口は旧市内分は280万

　人で，そのうち80万人は郊外か

　ら市内の職場に通勤している。

図5　　人工地盤とビル＜デファンス地区＞

人口増加と職住分離を打開する

ため,1959年にデファンス地区

副都心の都市計画が決定され，

現在実施中であるが，これはそ

の立体的・総合的な規模と新ら

しい計画において注目すべき事

業であろう。

（1）デファンス副都心

位置　コンコルド広場から凱旋

門のエトワール広場を結ぶ線の

延長北へ4㎞＜図４・図5＞。

面積　750ha

業務地区　100万2

商業地区　25万2

住宅とアパート　100,000戸

　　＜第一次　6,000戸～7,000戸＞

図４　　デファンス地区位置図



図６　　デファンスの人工地盤断面図

下駐車場のほかに5～6階の駐車

ビルを設ける＜1棟500台余＞。

人口土地＜図6＞60ha＜長900

m＞のうち30haは公園。

施行者　エパード＜ＥＰＡＤ＞

公社

(2)財源と事業費

現在個人住宅のあるところを全

面買収するが，1959年に計画決

定されると，その１年前の評価

によって買収することが法的に

定められている。したがって買

収費は,1965年当時で500～600

フラン/㎡＜35,000円～42,000

円＞/㎡であった。

道路や人工地盤など公共施設は

公社がっくり，残りの土地は民

間開発者に転売する。人工地盤

内のアパートや商店も民間会社

がつくる。地下鉄，鉄道，国道

などはそれぞれの管理者が事業

費を出して公社が建設し，でき

あがったものはそれぞれの管理

者に引継がれる。

公社の財源は，(1)土地売却費，

(2)建築物の総面積に対して空中

権を売却した費用＜場所により

差はあるが大体建築面積1㎡に

つき1,200フラン＞となってい

る。また国から資金を借りてい

るが，これは年利2.5％で６年

で償還することとなっている。

一般の民間の場合は銀行貸付の

金利は年9%くらいであるから

この国の貸付金は大へん安いも

のである。

この公社の役員は理事18名で半

数は国が任命し，半数は町から

選挙によって選ばれることとな

っている。

むすび

欧州各都市の開発や再開発につ

いては，このほかにも種々印象

の深かった事業も多いが，一応

現在の代表的なものを紹介する

にとどめた。

とにかく，かねてから百聞はし

ていたが，やはり一見していろ

いろと得る所が多かったと思わ

れる。

百聞のなかでは，昨年末に刊行

された横浜市技監鈴木和夫氏の

「海外諸都市の都市開発と住宅」

や，氏の訳書「スウェーデンの

ショッピングセンター・ストッ

クホルムの都市開発」「北欧諸

国の住宅」などの労作が大へん

役立ったことを明記しておきた

い。

＜計画局長＞
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